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３-６-８.給与項目説明一覧表 

 

①勤務項目説明一覧表 
 

項目ﾀｲﾌﾟ 項目名称 標準設定 説              明 賃金管理データ移送先 

 ＡＡ ユーザー任意設定 毎回入力 勤務項目を自由に設定する。標準では給与月例データ入力での入力項目になる。  ------------------- 

 ＢＡ 所定労働日数 自動設定 個人基本情報・個人給与情報・所定労働時間設定を反映する。事業所年平均所定労働日数・当月

実所定・本人所定の内から、選択された所定労働日数が自動的にセットする。 

所定労働日数 

 ＢＢ 所定労働時間数 自動設定 個人基本情報・個人給与情報・所定労働時間設定を反映する。事業所年平均所定労働時間数・ 

当月実所定・本人所定の内から、選択された所定労働時間数が自動的にセットする。 

所定労働時間数 

 ＢＣ 出勤日数 毎回入力 通常月例データ入力画面で入力する項目。 労働日数 

 ＢＤ 労働時間数 毎回入力 通常月例データ入力画面で入力する項目。単位は「時間＋分」として下さい。 労働時間数 

 ＢＥ １日所定労働時間 自動設定 事業所基本情報に登録された１日労働時間数、又は本人所定の場合は個人基本情報に登録された

１日労働時間数がセットされる。 

 ------------------- 

 ＢＦ 当月実所定日数  事業所基本情報に登録された当月所定日を表示する。表示のみで計算には影響しない。  

 ＢＧ 当月実所定時間  事業所基本情報に登録された当月所定時間を表示する。表示のみで計算には影響しない。  

 ＢＨ～ 

 ＢＮ 

出勤日数２～５ 

（日給単価用） 

毎回入力 日給単価２～５（ＢＨ～ＢＮ）と連動して、出勤２～５手当（ＢＨ～ＢＮ）を算出する。 

 

労働日数 

 ＢＩ～ 

 ＢＯ 

労働時間２～５ 

（時給単価用） 

毎回入力 時給単価２～５（ＢＩ～ＢＯ）と連動して、出勤２～５手当（ＢＩ～ＢＯ）を算出する。 労働時間数 

 ＢV 事業所所定日数（表示

専用） 

 事業所基本情報に登録された年所定日を表示する。表示のみで計算には影響しない。  

 BW 事業所所定時間（表示

専用） 

 事業所基本情報に登録された年所定時間を表示する。表示のみで計算には影響しない。  

 BX 事業所１日所定時間

（表示専用） 

 事業所基本情報に登録された１日所定時間を表示する。表示のみで計算には影響しない。  

 ＣＡ 早出残業時間 毎回入力 早出残業単価（ＣＡ）と連動して早出残業手当（ＣＡ）を算出する。 早出残業時間数 

 ＣＢ 残業時間 毎回入力 残業単価（ＣＢ）と連動して残業手当（ＣＢ）を算出する。 早出残業時間数 

 ＣＣ 早出時間 毎回入力 早出単価（ＣＣ）と連動して早出手当（ＣＣ）を算出する。 早出残業時間数 

 ＣＤ 深夜残業時間 毎回入力 深夜残業単価（ＣＤ）と連動して深夜残業手当（ＣＤ）を算出する。 早残時間数or深夜労働 

 ＣＥ 深夜労働時間 毎回入力 深夜労働単価（ＣＥ）と連動して深夜労働手当（ＣＥ）を算出する。 深夜労働時間数 

 ＣＦ 休日出勤時間 毎回入力 休日出勤単価（ＣＦ）と連動して休日出勤手当（ＣＦ）を算出する。 休日労働時間数 

 ＣＧ 休日出勤日数 毎回入力 精皆勤単価・精皆勤テーブルと連動して精皆勤手当を算出することができる。 休日労働日数 

 ＣＨ 法定休日出勤時間 毎回入力 法定休出単価（ＣＨ）と連動して法定休出手当（ＣＨ）を算出する。 休日労働時間数 

 ＣＩ 法定休日出勤日数 毎回入力 精皆勤単価・精皆勤テーブルと連動して精皆勤手当を算出することができる。 休日労働日数 

 ＣＪ 所定休日出勤時間 毎回入力 所定休出単価（ＣＪ）と連動して所定休出手当（ＣＪ）を算出する。 休日労働時間数 

 ＣＫ 所定休日出勤日数 毎回入力 精皆勤単価・精皆勤テーブルと連動して精皆勤手当を算出することができる。 休日労働日数 
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 ＣＭ 時間外時間１ 毎回入力 名称は自由に設定。時間外単価(ＣＭ)と連動して時間外手当１(ＣＭ)を算出する。 早出残業時間数 

 ＣＮ 時間外時間２ 毎回入力 名称は自由に設定。時間外単価(ＣＮ)と連動して時間外手当２(ＣＮ)を算出する。 早出残業時間数 

 ＣＯ 時間外時間３ 毎回入力 名称は自由に設定。時間外単価(ＣＯ)と連動して時間外手当３(ＣＯ)を算出する。 早出残業時間数 

 ＣＰ 時間外時間４ 毎回入力 名称は自由に設定。時間外単価(ＣＰ)と連動して時間外手当４(ＣＰ)を算出する。 早出残業時間数 

 ＣＱ 時間外時間５ 毎回入力 名称は自由に設定。時間外単価(ＣＱ)と連動して時間外手当５(ＣＱ)を算出する。 早出残業時間数 

 ＣＲ 超過割増残業時間 毎回入力 超過割増残業単価（ＣＲ）と連動して超過割増残業手当（ＣＲ）を算出する。 －－－－－－－ 

 ＣＳ 超過割増残業時間２ 毎回入力 超過割増残業単価（ＣＳ）と連動して超過割増残業手当（ＣＳ）を算出する。 －－－－－－－ 

 ＣＴ 超過割増残業時間３ 毎回入力 超過割増残業単価（ＣＴ）と連動して超過割増残業手当（ＣＴ）を算出する。 －－－－－－－ 

 ＣＵ 超過割増残業時間４ 毎回入力 超過割増残業単価（ＣU）と連動して超過割増残業手当（ＣU）を算出する。 －－－－－－－ 

     

 ＣＸ その他時間外労働 毎回入力 計算式を設定して時間外手当を算出する場合に使用。自動的に計算は行わない。 

同じ項目タイプの勤務項目を複数設定することが可能。 

－－－－－－－ 

 ＤＡ 欠勤日数 毎回入力 欠勤単価と連動して欠勤控除（ＤＡ）を算出する。 欠勤日数 

 ＤＢ 遅刻早退外出時間 毎回入力 遅早単価と連動して遅刻早退外出控除（ＤＢ）を算出する。 遅刻早退時間数 

 ＤＣ 遅刻早退外出回数 毎回入力 精皆勤単価・精皆勤テーブルと連動して精皆勤手当を算出することができる。  ------------------- 

 ＤＤ 遅刻早退時間数 毎回入力 遅早単価と連動して遅刻早退控除（ＤＤ）を算出する。 遅刻早退時間数 

 ＤＥ 遅刻早退回数 毎回入力 精皆勤単価・精皆勤テーブルと連動して精皆勤手当を算出することができる。  ------------------- 

 ＤＦ 遅刻時間数 毎回入力 遅早単価と連動して遅刻控除（ＤＦ）を算出する。 遅刻早退時間数 

 ＤＧ 遅刻回数 毎回入力 精皆勤単価・精皆勤テーブルと連動して精皆勤手当を算出することができる。  ------------------- 

 ＤＨ 早退時間数 毎回入力 遅早単価と連動して早退控除（ＤＨ）を算出する。 遅刻早退時間数 

 ＤＩ 早退回数 毎回入力 精皆勤単価・精皆勤テーブルと連動して精皆勤手当を算出することができる。  ------------------- 

 ＤＪ 外出時間数 毎回入力 遅早単価と連動して外出控除（ＤＪ）を算出する。 遅刻早退時間数 

 ＤＫ 外出回数 毎回入力 精皆勤単価・精皆勤テーブルと連動して精皆勤手当を算出することができる。  ------------------- 

 ＤＭ 無給休暇１ 毎回入力 欠勤単価と連動して無給休暇控除１（ＤＭ）を算出する。 特別休暇日数 

 ＤＮ 無給休暇２ 毎回入力 欠勤単価と連動して無給休暇控除２（ＤＮ）を算出する。 特別休暇日数 

 ＤＯ 無給休暇３ 毎回入力 欠勤単価と連動して無給休暇控除３（ＤＯ）を算出する。 特別休暇日数 

 ＤＸ その他不就労 毎回入力 計算式を設定して不就労控除を算出する場合に使用。自動的に計算は行わない。 

同じ項目タイプの勤務項目を複数設定することが可能。 

 

ＥＡ 通勤回数 毎回入力 通勤回数に応じた通勤手当を支給する場合にここに通勤回数を入力することにより 

通勤手当額を求めることができる。 

 ------------------- 

 ＦA 宿日直回数 毎回入力 宿日直単価（ＦA）と連動して宿日直手当（ＦA）を算出する。  ------------------- 

 ＦＢ 宿日直回数１ 毎回入力 宿日直単価１（ＦＢ）と連動して宿日直手当１（ＦＢ）を算出する。  ------------------- 

 ＦＣ 宿日直回数２ 毎回入力 宿日直単価２（ＦＣ）と連動して宿日直手当２（ＦＣ）を算出する。  ------------------- 

 ＦＤ 宿日直回数３ 毎回入力 宿日直単価３（ＦＤ）と連動して宿日直手当３（ＦＤ）を算出する。  ------------------- 

 ＦＥ 宿日直回数４ 毎回入力 宿日直単価４（ＦＥ）と連動して宿日直手当４（ＦＥ）を算出する。  ------------------- 

 ＦＦ 宿日直回数５ 毎回入力 宿日直単価５（ＦＦ）と連動して宿日直手当５（ＦＦ）を算出する。  ------------------- 

 ＦＧ 宿日直回数６ 毎回入力 宿日直単価６（ＦＧ）と連動して宿日直手当６（ＦＧ）を算出する。  ------------------- 

 ＦＨ 宿日直回数７ 毎回入力 宿日直単価７（ＦＨ）と連動して宿日直手当７（ＦＨ）を算出する。  ------------------- 

 ＦＩ 宿日直回数８ 毎回入力 宿日直単価８（ＦＩ）と連動して宿日直手当８（ＦＩ）を算出する。  ------------------- 

 ＦＪ 宿日直回数９ 毎回入力 宿日直単価９（ＦＪ）と連動して宿日直手当９（ＦＪ）を算出する。  ------------------- 

 ＧＡ 食事回数 毎回入力 食事手当単価（ＧＡ）と連動して食事手当（支給ＧＡ）を算出する。 

食事代単価（ＧＣ）と連動して食事代（控除ＧＣ）を算出する。 

 ------------------- 
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 ＧＢ 夜食回数 毎回入力 夜食手当単価（ＧＢ）と連動して夜食手当（支給ＧＢ）を算出する。 

夜食代単価（ＧＤ）と連動して夜食代（控除ＧＤ）を算出する。 

 ------------------- 

 ＨＡ 有給休暇取得日数 毎回入力 日給・時間給者の有休手当の自動計算が可能。 

月例データ入力により、個人有休残日数の更新が可能。 

有給休暇日数 

  ＨＢ 

 

有休休暇取得時間数 毎回入力 日給・時間給者の有休手当の時間単位の自動計算が可能 

月例データ入力により、個人有休残日数の更新が可能。 

有給休暇時間数 

 ＨＣ 特別休暇取得日数 毎回入力 日給・時間給者の特休手当の自動計算が可能。 特別休暇日数 

 

 

②単価・基礎項目説明一覧表 

 

項目ﾀｲﾌﾟ 項目名称 標準設定 説   明 賃金管理データ移送先 

 ＡＡ ユーザー任意設定 個人固定 手当を計算するための単価項目や計算式の１項目として使用する基礎項目を自由に 

設定する。標準では個人固定として「個人固定値設定」画面で個人毎に値を登録して使用する。

手当を算出するためには支給項目上で計算式の設定が必要。 

 ------------------- 

 ＢＡ 基本給 自動設定 個人基本情報に登録されている基本給がそのままセットされる。 

（日給者は１日当たり、時間給者は時間当たりの金額） 

 ------------------- 

 ＢＣ １日当り基本給 自動設定 月給・日給・時間給に関わらず基本給を１日当りの金額にした値がセットされる。  ------------------- 

 ＢＤ 時間当り基本給 自動設定 月給・日給・時間給に関わらず基本給を時間当りの金額にした値がセットされる。  ------------------- 

 ＢＦ 給与当月月度 自動設定 該当の給与計算の給与月度がセットされる。  ------------------- 

 ＢＧ 給与当月年度 自動設定 該当の給与計算の給与年度がセットされる。  

 ＢＨ～ 

 ＢＮ 

出勤日数２～５ 

（日給単価） 

個人固定 勤務の同一項目タイプと連動し支給の同一項目タイプの手当を算出する。 

支給に同一項目タイプ手当がない場合は、基本給（ＢＡ）に加算される。 

 ------------------- 

 ＢＩ～ 

 ＢＯ 

労働時間２～５ 

（時給単価） 

個人固定 勤務の同一項目タイプと連動し支給の同一項目タイプの手当を算出する。 

支給に同一項目タイプ手当がない場合は、基本給（ＢＡ）に加算される。 

 ------------------- 

 ＢＸ 給与区分 自動設定 個人基本情報に登録された所定区分がセットされる。 

（１：月給 ２：月給日給 ３：日給 ４：時間給） 

 

 ＢＹ 所定区分 自動設定 個人基本情報に登録された所定区分がセットされる。 

（１：事業所年平均所定，２：事業所当月実所定，３：本人所定） 

 ------------------- 

 ＢＺ 雇用形態 自動設定 個人基本情報に登録された雇用形態がセットされる。 

（１：正社員，２：パート，３：アルバイト，４：臨時，５：季節的雇用， 

 ６：嘱託，７：契約社員，９：その他） 

 ------------------- 

 ＣＡ 早出残業単価 自動設定 割増率を設定することにより、時間外基礎単価×割増率％の金額がセットされる。 

勤務の同一項目タイプと連動し支給の同一項目タイプの時間外手当を算出する。 

 （早出残業手当(ＣＡ) ＝ 早出残業時間(ＣＡ) × 早出残業単価(ＣＡ)） 

 ------------------- 

 ＣＢ 残業単価 自動設定 割増率を設定することにより、時間外基礎単価×割増率％の金額がセットされる。 

勤務の同一項目タイプと連動し支給の同一項目タイプの時間外手当を算出する。 

 ------------------- 

 ＣＣ 早出単価 自動設定                〃  ------------------- 

 ＣＤ 深夜残業単価 自動設定                〃  ------------------- 

 ＣＥ 深夜労働単価 自動設定                〃  ------------------- 

 ＣＦ 休日出勤単価 自動設定                〃  ------------------- 

 ＣＨ 法定休日出勤単価 自動設定                〃  ------------------- 

 ＣＪ 所定休日出勤単価 自動設定                〃  ------------------- 
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 ＣＭ 時間外単価１ 自動設定                〃  ------------------- 

 ＣＮ 時間外単価２ 自動設定                〃  ------------------- 

 ＣＯ 時間外単価３ 自動設定                〃  ------------------- 

 ＣＰ 時間外単価４ 自動設定                〃  ------------------- 

 ＣＱ 時間外単価５ 自動設定                〃  ------------------- 

 ＣＲ 超過割増残業単価 自動設定                〃  ------------------- 

  ＣＳ 超過割増残業単価 2 自動設定                〃  ------------------- 

 ＣＴ 超過割増残業単価 3 自動設定                〃  ------------------- 

 ＣＵ 超過割増残業単価 4 自動設定                〃  ------------------- 

 ＣＶ 前月時間外基礎単価 自動設定 前月の時間外基礎単価が自動的にセットされる。  ------------------- 

 ＣＷ 当月時間外基礎単価 自動設定 当月の時間外基礎単価が自動的にセットされる。  ------------------- 

 ＣＸ その他時間外単価 計算式 計算式を設定して時間外手当を算出する場合に使用。自動的に計算は行わない。 

同じ項目タイプの勤務項目を複数設定することが可能。 

 ------------------- 

 ＣY 深夜労働基礎単価 自動設定 前月の深夜労働単価（25％）で計算したいときに、設定する単価となる。これを設定すると 

月給でも、深夜労働単価で計算する場合、深夜労働手当が計算される。 

 ------------------- 

 Ｃ１Y 

 

前月深夜労働基礎単

価 

自動設定 前月の深夜労働単価が自動的にセットされる。  ------------------- 

 Ｃ２Y 当月深夜労働基礎単

価 

自動設定 当月の深夜労働単価が自動的にセットされる。  ------------------- 

 ＣＺ 時間外基礎単価 自動設定 支給・単価基礎項目で「時間外基礎単価対象区分」を『対象』とした項目の金額が合計され、時

間当たりの単価としてセットされる。時間外の１００％単価として時間外単価の基礎として使用

し、それぞれの時間外単価に割増率を設定して使用する。 

 ------------------- 

 ＤＵ 前月欠勤単価 自動設定 前月の欠勤単価が自動的にセットされる。  ------------------- 

 ＤＶ 当月欠勤単価 自動設定 当月の欠勤単価が自動的にセットされる。  ------------------- 

 ＤＷ 前月遅早単価 自動設定 前月の遅早単価が自動的にセットされる。  ------------------- 

 ＤＸ 当月遅早単価 自動設定 当月の遅早単価が自動的にセットされる。  ------------------- 

 ＤＹ 欠勤控除単価 自動設定 支給・単価基礎項目で「不就労基礎単価対象区分」を『対象』とした項目の金額が合計され、時

間当たりの単価としてセットされる。 

時間当たりの単価か１日当たりの単価かを選択できる。 

 ・日給月給者 基本給と月額手当の１日分（または１時間分） 

  

  

 ------------------- 

 ＤＺ 

 

 

 

  

遅早控除単価 自動設定 支給・単価基礎項目で「不就労基礎単価対象区分」を『対象』とした項目の金額が合計され、時

間当たりの単価としてセットされる。 

 ・日給月給者 基本給と月額手当の１時間分 

 ・日給者   基本給と月額手当の１時間分 

 

 ------------------- 

 

 

 

 ------------------- 

 ＥＡ 通勤手当額 自動設定 個人基本情報に登録された通勤手当額がセットされる。 

 毎月給与支給 ： 通勤手当月額 

 一括現物支給 ： １月当たりの支給額 

 一括給与支給 ： 一括の支給額(複数月分) 

 ------------------- 
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 通勤回数より ： 通勤一回分の通勤手当単価 

 ＥＢ 通勤手当上限額 

（回数で算出時） 

体系固定 通勤回数で算出する人の上限額がセットされる。 ------------------- 

 ＥＤ 通勤手当区分 自動設定 個人基本情報に登録された通勤手当区分がセットされる。 

 ０：なし、    １：毎月給与支給、  ２：一括現物支給 

 ３：一括給与支給、４：通勤回数より算出 

 ------------------- 

 ＥＥ 通勤手当支給月数 自動設定 通勤手当区分が一括現物支給又は一括給与支給の場合にその月数がセットされる。  ------------------- 

 ＥＦ 

 

通勤手支給開始月 自動設定 通勤手当区分が一括給与支給の場合にその支払月の内年最初の月がセットされる。  ------------------- 

 ＥＧ～ 

 ＥＪ 

第２～３通勤手当額 個人固定 個人固定値に登録された通勤手当額がセットされる。（一括給与支給専用）  

 ＥＨ～ 

 ＥＫ 

 

第２～３通勤手当 

支給月数 

個人固定 個人固定値に登録された通勤手当支給月数がセットされる。（一括給与支給専用）  

 ＥＩ～ 

 ＥＬ 

 

第２～３支給開始月 個人固定 個人固定値に登録された通勤手当支給開始月がセットされる。（一括給与支給専用）  

 ＦＡ 宿日直単価 体系固定 勤務の同一項目タイプと連動し支給の同一項目タイプの宿日直手当を算出する。 

（宿日直手当(ＦＡ) ＝ 宿日直回数(ＦＡ) × 宿日直単価(ＦＡ)）      

 ------------------- 

 ＦＢ 宿日直単価１ 体系固定 勤務の同一項目タイプと連動し支給の同一項目タイプの宿日直手当を算出する。  ------------------- 

 ＦＣ 宿日直単価２ 体系固定                〃  ------------------- 

 ＦＤ 宿日直単価３ 体系固定                〃  ------------------- 

 ＦＥ 宿日直単価４ 体系固定                〃  ------------------- 

 ＦＦ 宿日直単価５ 体系固定                〃  ------------------- 

 ＦＧ 宿日直単価６ 体系固定                〃  ------------------- 

 ＦＨ 宿日直単価７ 体系固定                〃  ------------------- 

 ＦＩ 宿日直単価８ 体系固定                〃  ------------------- 

 ＦＪ 宿日直単価９ 体系固定                〃  ------------------- 

 ＧＡ 食事手当単価 体系固定 食事回数（勤務ＧＡ）と連動して食事手当（支給ＧＡ）を算出する。  ------------------- 

 ＧＢ 夜食手当単価 体系固定 夜食回数（勤務ＧＢ）と連動して夜食手当（支給ＧＢ）を算出する。  ------------------- 

 ＧＣ 食事代単価 体系固定 食事回数（勤務ＧＡ）と連動して食事代（控除ＧＣ）を算出する。  ------------------- 

 ＧＤ 夜食代単価 体系固定 夜食回数（勤務ＧＢ）と連動して夜食代（控除ＧＤ）を算出する。  ------------------- 

 ＩＡ 精皆勤手当単価 体系固定 精皆勤テーブルと連動して精皆勤手当を算出する。  ------------------- 

 ＩＢ 手当対象家族人数 自動設定 個人基本情報に登録されている家族手当対象の家族全人数。  ------------------- 

 ＩＣ 手当対象配偶者 自動設定 個人基本情報に登録されている家族手当対象配偶者がいる場合は１、いない場合は０。  ------------------- 
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 ＩＤ 手当対象子供人数 自動設定 個人基本情報に登録されている家族手当対象の子供の人数。  ------------------- 

 ＩＥ 手当対象親兄弟等 自動設定 個人基本情報に登録されている家族手当対象の配偶者・子供以外の人数。  ------------------- 

 ＩＦ 税法上扶養人数 自動設定 個人基本情報に登録されている税法上の扶養人数。  ------------------- 

MA 健保標準報酬月額 自動設定 個人基本情報に登録されている適用月にそった健保標準報酬月額。  

MB 厚年標準報酬月額 自動設定 個人基本情報に登録されている適用月にそった厚年標準報酬月額。  

MC 健保控除有無 自動設定 0：無 1：有  

MD 介護控除有無 自動設定 0：無 1：有  

ME 厚年控除有無 自動設定 0：無 1：有  

MF 雇用控除有無 自動設定 0：無 1：有  

MG 健保料率（全体） 自動設定 共通情報管理Ü社会保険料率設定の全体の料率。指定金額の従業員も料率が表示される。  

MH 健保料率（個人） 自動設定 共通情報管理Ü社会保険料率設定の個人の料率。指定金額の従業員も料率が表示される。  

M I 健保料率（事業主） 自動設定 共通情報管理Ü社会保険料率設定の事業主の料率。指定金額の従業員も料率が表示される。  

MJ 介護料率（全体） 自動設定 共通情報管理Ü介護保険料率設定の全体の料率。指定金額の従業員も料率が表示される。  

MK 介護料率（個人） 自動設定 共通情報管理Ü介護保険料率設定の個人の料率。指定金額の従業員も料率が表示される。  

ML 介護料率（事業主） 自動設定 共通情報管理Ü介護保険料率設定の事業主の料率。指定金額の従業員も料率が表示される。  

MM 健組保険料率（全体） 自動設定   

MN 健組保険料率（個人） 自動設定   

MO 健組保険料率（事主） 自動設定   

MP 健組調整率（全体） 自動設定   

MQ 健組調整率（個人） 自動設定   

MR 健組調整率（事主） 自動設定   

MS 厚生年金料率（全体） 自動設定 共通情報管理Ü厚年保険料率設定の全体の料率。指定金額の従業員も料率が表示される。  

MT 厚生年金料率（個人） 自動設定 共通情報管理Ü厚年保険料率設定の個人の料率。指定金額の従業員も料率が表示される。  

MU 厚生年金料率（事主） 自動設定 共通情報管理Ü厚年保険料率設定の事業主の料率。指定金額の従業員も料率が表示される。  

MV 基金掛金率（全体） 自動設定   

MW 基金掛金率（個人） 自動設定   

MX 基金掛金率（事主） 自動設定   

NＡ 支援金率（全体） 自動設定 共通情報管理Ü支援金料率設定の全体の料率。指定金額の従業員も料率が表示される。  

NB 支援金率（個人） 自動設定 共通情報管理Ü支援金料率設定の個人の料率。指定金額の従業員も料率が表示される。  

NC 支援金率（事主） 自動設定 共通情報管理Ü支援金料率設定の事業主の料率。指定金額の従業員も料率が表示される。  

 ＺＡ 前月給与区分 自動設定 前月度に設定されていた給与区分を自動的に設定する。  ------------------- 

 ＺＢ 前月基本給 自動設定 前月度に設定されていた給基本給を自動的に設定する。  ------------------- 

 ＺＤ 前月通勤手当区分 自動設定 前月度に設定されていた通勤手当区分を自動的に設定する。  ------------------- 

 ＺＥ 前月通勤手当 自動設定 前月度に設定されていた通勤手当額支給額を自動的に設定する。  ------------------- 

Z F 前月通勤手当単価 自動設定 前月度に設定されていた通勤手当単価額を自動的に設定する。  
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③支給項目説明一覧表 

 

項目ﾀｲﾌﾟ 項目名称 標準設定 説   明 賃金管理データ移送先 

 ＡＡ ユーザー任意設定 個人固定 適当な項目名称を入力して、手当項目を自由に設定する。標準では個人固定値として設定されて

いるので「個人固定値設定」画面で個人毎の金額を登録して使用する。 

手当欄(その他手当合計) 

 ＢＡ 基本給 自動設定 個人基本情報に登録されている基本給を元に月額の基本給が自動的に算出される。 

日給者は基本給×出勤日数、時間給者は基本給×労働時間数となる。 

ここに、日給者・時間給者の有休手当、特休手当を含むことができる。 

基本給 

 ＢＢ 第２基本給 個人固定 個人毎の個人固定値の設定により金額のセットができる。 手当欄or基本給の選択 

 ＢＣ 

 

調整給 個人固定 個人毎の個人固定値の設定により金額のセットができる。 手当欄(その他手当合計) 

 ＢＨ～ 

 ＢＮ 

 

日給（２～５） 

時給（２～５） 

自動設定 「勤務の同一項目タイプ」×「単価基礎の同一項目タイプ」で手当額が算出される  

 ＣＡ 早出残業手当 自動設定 「勤務の同一項目タイプ」×「単価基礎の同一項目タイプ」で手当額が算出される 

 （早出残業手当(ＣＡ) ＝ 早出残業時間(ＣＡ) × 早出残業単価(ＣＡ)） 

     〃 

 ＣＢ 残業手当 自動設定 「勤務の同一項目タイプ」×「単価基礎の同一項目タイプ」で手当額が算出される      〃 

 ＣＣ 早出手当 自動設定                〃      〃 

 ＣＤ 深夜残業手当 自動設定                〃      〃 

 ＣＥ 深夜労働手当 自動設定                〃      〃 

 ＣＦ 休出手当 自動設定                〃      〃 

 ＣＨ 法定休出手当 自動設定                〃      〃 

 ＣＪ 所定休出手当 自動設定                〃      〃 

 ＣＬ 時間外手当 自動設定 ＣＡ～ＣＱまでの時間外手当の内、勤務・単価基礎項目にあり支給項目にない 

項目タイプの金額の合計をセットする。時間外手当合計として使用可能。 

     〃 

 ＣＭ 時間外手当１ 自動設定 「勤務の同一項目タイプ」×「単価基礎の同一項目タイプ」で手当額が算出される      〃 

 ＣＮ 時間外手当２ 自動設定                〃      〃 

 ＣＯ 時間外手当３ 自動設定                〃      〃 

 ＣＰ 時間外手当４ 自動設定                〃      〃 

 ＣＱ 時間外手当５ 自動設定                〃      〃 

 ＣＲ 超過割増残業手当 自動設定                〃      〃 

 ＣＳ 超過割増残業手当２ 自動設定                〃      〃 

 ＣＴ 超過割増残業手当３ 自動設定                〃      〃 

 ＣＵ 超過割増残業手当４ 自動設定                〃      〃 

ＣV 超過割増残業手当計 自動設定 CR～CUまでの超過割増残業手当のうち、勤務・単価基礎項目にあり支給項目にない 

項目タイプの金額の合計をセットする。 

 

 ＣＸ その他時間外手当 計算式 計算式を設定して時間外手当を算出する場合に使用。自動的に計算は行わない。 

同じ項目タイプの勤務項目を複数設定することが可能。 

     〃 

 ＤＡ 欠勤控除 自動設定 欠勤日数（勤務ＤＡ）× 欠勤単価で算出される。 不就労控除 

 ＤＢ 遅刻早退外出控除 自動設定 遅刻早退外出時間（勤務ＤＢ）× 遅早単価で算出される。   〃 

 ＤＤ 遅刻早退控除 自動設定 遅刻早退時間（勤務ＤＤ）× 遅早単価で算出される。   〃 

 ＤＦ 遅刻控除 自動設定 遅刻時間（勤務ＤＦ）× 遅早単価で算出される。   〃 
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 ＤＨ 早退控除 自動設定 早退時間（勤務ＤＨ）× 遅早単価で算出される。   〃 

 ＤＪ 外出控除 自動設定 外出時間（勤務ＤＪ）× 遅早単価で算出される。   〃 

 ＤＬ 不就労控除 自動設定 ＤＡ～DＯまでの不就労控除及び無給休暇の内、勤務・単価基礎項目にあり支給項目にない項目タ

イプの金額の合計をセットする。不就労控除合計として使用可能。 

  〃 

 ＤＭ 無給休暇１控除 自動設定 無給休暇１（勤務ＤＭ）× 欠勤単価で算出される。   〃 

 ＤＮ 無給休暇２控除 自動設定 無給休暇２（勤務ＤＮ）× 欠勤単価で算出される。   〃 

 ＤＯ 無給休暇３控除 自動設定 無給休暇３（勤務ＤＯ）× 欠勤単価で算出される。   〃 

 ＤＸ その他不就労控除 計算式 計算式を設定して不就労控除を算出する場合に使用。自動的に計算は行わない。 

同じ項目タイプの勤務項目を複数設定することが可能。 

  〃 

 ＥＡ 通勤手当 自動設定 個人基本情報に登録された月額通勤手当をセットする。 手当欄(その他手当合計) 

 ＥＢ 通勤手当課税分 自動設定 勤務項目に「通勤手当(ＥＡ)」が存在する場合その課税分の金額がセットされる  ------------------- 

 ＥＣ 通勤手当非課税分 自動設定 勤務項目に「通勤手当(ＥＡ)」が存在する場合その非課税分の金額がセットされる  ------------------- 

 ＥD 通勤手当不就労控除額 自動設定 通勤手当を不就労控除の対象としている場合に、通勤手当の内, 

不就労控除される金額がセットされる。 

 ------------------- 

 ＥE 通勤手当不就労控除後

額 

自動設定 通勤手当を不就労控除の対象としている場合に、通勤手当の内,不就労控除された後の金額が 

セットされる。 

 ------------------- 

 ＥF 駐車場等の料金相当額 自動設定 １か月当たりの駐車場代をセットします。 手当欄(その他手当合計) 

 ＦＡ 宿日直手当 自動設定 「勤務の同一項目タイプ」×「単価基礎の同一項目タイプ」で手当額が算出される 

 （宿日直手当(ＦＡ) ＝ 宿日直回数(ＦＡ) × 宿日直単価(ＦＡ)） 

手当欄(その他手当合計) 

 ＦＢ 宿日直手当１ 自動設定 「勤務の同一項目タイプ」×「単価基礎の同一項目タイプ」で手当額が算出される      〃 

  ＦＣ 宿日直手当２ 自動設定                〃      〃 

  ＦＤ 宿日直手当３ 自動設定                〃      〃 

  ＦＥ 宿日直手当４ 自動設定       〃 

  ＦＦ 宿日直手当５ 自動設定                〃 手当欄(その他手当合計) 

  ＦＧ 宿日直手当６ 自動設定                〃      〃 

  ＦＨ 宿日直手当７ 自動設定                〃      〃 

  ＦＩ 宿日直手当８ 自動設定                〃      〃 

  ＦＪ 宿日直手当９ 自動設定                〃      〃 

 ＧＡ 食事手当 自動設定 食事回数（勤務ＧＡ）×食事手当単価（単価基礎ＧＡ）で算出される。      〃 

 ＧＢ 夜食手当 自動設定 夜食回数（勤務ＧＢ）×夜食手当単価（単価基礎ＧＢ）で算出される。      〃 

 ＨＡ 有給休暇手当 自動設定 有休取得日数（勤務ＨＡ）と連動して金額を算出する 

基本給に有休手当を含む設定になっている場合は、ここにはセットされない。 

     〃 

 ＨＣ 特別休暇手当 自動設定 特休取得日数（勤務ＨＣ）と連動して金額を算出する 

基本給に特休手当を含む設定になっている場合は、ここにはセットされない。 

     〃 

 ＩＡ 精皆勤手当 自動設定 精皆勤単価（単価基礎ＩＡ）・精皆勤テーブルと連動して手当を算出する。      〃 

 ＩＢ 家族手当 自動設定 個人基本情報に登録された家族手当対象人数と家族手当テーブルの設定により算出      〃 

 ＩＤ 職位手当 自動設定 職位コードマスターに登録された金額と個人の職位コードによりセットされる。      〃 

 ＩＥ 資格手当 自動設定 資格コードマスターに登録された金額と個人の資格コードによりセットされる。      〃 

 ＩＦ 住宅手当 自動設定 住居コードマスターに登録された金額と個人の住居コードによりセットされる。      〃 

 ＪＡ 諸手当 自動設定 １項目中に１５の細分化項目を設定し、それぞれの値を個人毎に個人固定値設定画面で設定する      〃 
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ことにより、この手当額がセットされる。 

 ＫＡ 労保算定不算入額 自動設定 支給項目の「労保算定基礎区分」が『対象外』になっている項目の金額合計。 労保不算入 

 ＫＢ 社保算定不算入額 自動設定 支給項目の「社保算定基礎区分」が『対象外』になっている項目の金額合計 社保不算入 

 ＬＡ 非課税通勤手当等 自動設定 通勤手当などの支給項目内の非課税額の合計をセットします。 非課税合計 

 ＬＢ 源泉支給額 自動設定 源泉所得税対象の支給額。「総支給額」－「非課税通勤手当等」がセットされる。  ------------------- 

 ＯＡ 外交員報酬額 毎回入力 外交員報酬金額を毎月、月例データ入力画面で入力する。 手当欄(その他手当合計) 

 ＺＡ 合計項目 計算式 小計･中計･大計の様な中間の合計欄を設けたいとき、この項目に計算式を設定する  ------------------- 

 ＺＣ 総支給額 自動設定 支給項目の合計が自動的にセットされる。 総支給額 

  ＺＤ 差引支給額 自動設定 総支給額－控除額合計がセットされる。 差引支給額 

     

 

           ※賃金管理データ移送先に「手当欄(その他手当合計)」となっている項目は項目番号の小さい順に１８件が手当欄に移送され 

                        それ以降の項目は「その他手当の合計」に合計して移送されます。 
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④控除項目説明一覧表 

 

項目ﾀｲﾌ

ﾟ 

項目名称 標準設定 説   明 賃金管理データ移送先 

 ＡＡ ユーザー任意設定 個人固定 適当な項目名称を入力して、控除項目を自由に設定する。標準では個人固定値として設定されて

いるので「個人固定値設定」画面で個人毎の金額を登録して使用する。 

控除欄(その他控除合計) 

  ＥＡ 前払通勤手当 自動設定 現物支給の通勤手当を相殺するために月額の通勤手当がセットされる。 控除欄(その他控除合計) 

 ＧＣ 食事代 自動設定 食事回数（勤務ＧＡ）×食事代単価（単価基礎ＧＣ）で算出される。 控除欄(その他控除合計) 

 ＧＤ 夜食代 自動設定 夜食回数（勤務ＧＢ）×夜食代単価（単価基礎ＧＤ）で算出される。 控除欄(その他控除合計) 

 ＪＡ 諸控除 自動設定 １項目中に１５の細分化項目を設定し、それぞれの値を個人毎に個人固定値設定画面で設定する

ことにより、この控除額がセットされる。 

控除欄(その他控除合計) 

 ＭＡ 健康保険料 自動設定 標準報酬月額と健保保険料率によって算出される。 健康保険料 

 ＭＢ 厚生年金保険料 自動設定 標準報酬月額と厚生年金保険料率によって算出される。 厚生年金保険料 

 ＭＣ 厚年基金保険料 自動設定 標準報酬月額と厚年基金保険料率によって算出される。 厚年基金保険料 

 ＭＤ 介護保険料 自動設定 個人基本情報の介護保険区分が『全額控除』『指定金額』になっている人のみ算出 

標準報酬月額と介護保険料率によって算出される。 

健康保険料の項目設定で「介護保険料を含む」場合はここにはセットされない。 

健康保険料 

 ＭＥ 雇用保険料 自動設定 個人基本情報の「雇用保険料区分」に応じた料率で保険料が算出される。 雇用保険料 

ＭF 健保特定保険料 自動設定 参考表示用  

 ＭG 子ども・子育て支援金 自動設定 標準報酬月額と子ども・子育て支援金料率によって算出される。 健康保険料 

 ＭＵ 健康保険料調整額 毎回入力 過去の徴収健保保険料を当月で調整する場合に月例データ入力で金額を入力する。 健康保険料 

 ＭＶ 厚年保険料調整額 毎回入力 過去の徴収厚年保険料を当月で調整する場合に月例データ入力で金額を入力する。 厚生年金保険料 

 ＭＷ 雇用保険料調整額 毎回入力 過去の徴収雇用保険料を当月で調整する場合に月例データ入力で金額を入力する。 雇用保険料 

 ＭＸ 社会保険料調整額 毎回入力 過去の徴収保険料を当月で調整する場合に月例データ入力で金額を入力する。 健康保険料 

 ＭY 子ども・子育て支援金 

調整額 

毎回入力 過去の徴収子ども・子育て支援金を当月で調整する場合に月例データ入力で金額を入力する。 健康保険料 

 ＭＺ 社会保険料合計 自動設定 健保・厚年・厚年基金・雇用の各保険料及びその調整額の合計金額がセットされる 社会保険料合計 

 ＮＡ 課税対象額 自動設定 「総支給額」－「非課税額」－「社会保険料合計」の値がセットされる。  ------------------- 

 ＮＢ 源泉所得税 自動設定 源泉所得税が計算税率又は税額表により求められここにセットされる。 源泉所得税 

 ＮＣ 住民税 自動設定 個人基本情報に登録されている住民税がここにセットされる。 住民税 

 ＮＤ 年末調整額 自動設定 年末調整の還付欄。年末調整システムでこの項目に年末調整額を送り込む。 控除欄(その他控除合計) 

 ＮＥ 特別減税 自動設定 特別減税がある時、この項目に減税額がセットできる。  

  NF 源泉所得税調整額 毎回入力 過去の徴収源泉所得税を当月で調整する場合に月例データ入力で金額を入力する。 源泉所得税 

 ＯＡ 外交員報酬所得税 自動設定 支給項目に設定された「外交員報酬金額」により計算された源泉所得税額がセット 源泉所得税 

  PA  個人型確定拠出年金 個人固定 確定拠出年金額を設定する。年末調整時に控除として自動的に反映される。 個人型確定拠出年金 

 ＺＡ 合計項目 計算式 小計･中計･大計の様な中間の合計欄を設けたいとき、この項目に計算式を設定する  ------------------- 

 ＺＣ 控除合計 自動設定 控除項目の合計が自動的にセットされる。 控除額合計 

 

           ※賃金管理データ移送先に「控除欄(その他控除合計)」となっている項目は項目番号の小さい順に２件が手当欄に移送され 

                        それ以降の項目は「その他控除の合計」に合計して移送されます。 


